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 沖縄大学非常勤講師の親川志奈子氏は〈2025 年、日本は戦後 80 年の節目を迎えた。け

れども沖縄に暮らす私たちにとって、この 80 年は本当に「戦後」だったのだろうか。作家

の目取真俊は「沖縄には未だかって一度も、本当の意味での「戦後」などきていないのだ」

と書き、「沖縄戦後ゼロ年」と評した。日本の「戦後」80 年とは、私たち琉球人にとっては

沖縄がアメリカの、そして日本の軍事植民地として再編された 80 年、そして戦争につなが

る構造的差別に置かれ続けた 80 年ではなかったか〉と書いている。敗戦直後は、米軍の施

政権下に置かれ、1972 年に本土復帰は果たしたが、本土の基地が沖縄に集約され、沖縄県

民は米兵の横暴の下で泣き寝入りする状態が続いた。現在は「台湾有事」に備え、ミサイ

ル基地化が進行している。親川氏の重い言葉をどう聞くかが問われている。琉球放送に尽

力した川平朝清氏は、西野防人さんの短歌「六二三、八六八九八一五、五三に繋げ我ら今

生く」を紹介している。「六二三」は「沖縄戦終結日」、沖縄では「慰霊の日」である。「八

六八九」はヒロシマ、ナガサキの「原爆投下日」で、「八一五」は終戦の日である。「五三」

は 1947 年、日本国憲法が施行された憲法記念日である。川平氏は〈実際に交戦したことが

ない国は非常にまれです。二度と「戦前」になってはいけない。このまま、日本は永遠に

「戦後」という表現を使うことのできる国でありたいと願っています〉と書いている。 

 フォトジャーナリストの安田菜津紀氏は〈「戦後」とは、植民地支配を省み、戦争や虐殺

を引き起こす差別の根絶に取り組んでこそ用いることができる言葉ではないだろうか。今

改めて、日本は問われているのだろう。過去の加害を直視しない国に、現代の虐殺や軍事

侵攻を止める力があるだろうか〉と書いている。漫画家の山岸凉子氏は〈80 年経っても、

なぜ正面から他国の人々に多くの苦しみを強いてきたことを認められないのだろうかと悲

しく思います。歴史を見誤らず、過ちは過ちとして認めて倫理的に行動することは、決し

て今の日本の若い人たちに劣等感を植え付けることにはならないはずです。「慰安婦」問題

についても、賠償金も払い謝罪したといいますが、日本政府の「謝罪」は謝罪ではありま

せん〉と言う。アジア諸国を植民地支配し、多大な被害を与えた事実を認め、謝罪するこ

とによって、初めて和解と共生が可能になる。日本の過去の蛮行をなかったことにしたり、

事実を修正することなどしたら、日本への評価は地に落ちる。品位とは、事実の前に頭を

垂れることである。フランス文学・思想を専攻する鵜飼哲氏は〈戦争で勝利を重ねること

で一国の民の心がどんなに集団的退廃に陥るか。パレスチナ自治区ガザで、際限なく破壊、

殺戮を続けるイスラエルの姿によって、そのことは日々証明されている。中東の全体が、

第一次世界大戦の「後遺症」からいまだ回復できていない。東アジアでも私たちはアジア

太平洋戦争の「後遺症」から回復したとは到底言えない歴史の現実を、中東の状況を鏡と

して凝視しなければならないだろう〉と、軍事的に勝利しても、国家的退廃をもたらすと

いう指摘は確かで、幾世紀にわたって「恨」を持たれ続けるであろう。 

 漫画原作者で、1932 年生の辻真先氏は、戦争のお陰でいくらでも女性と寝ることができ

た、戦争でこんなに得をした、戦争はかっこいいという話を散々聞かされたと、戦争を楽

しみ、益を得た人がいたと回顧している。〈炭鉱で毒ガスが溜まっていないか検知するため

にカナリアを連れて行きますよね。カナリアと同じ役割は本来、社会の木鐸と言われるマ

スメディアの仕事です。メディアの人たちには、ぜひそうしたカナリアになっていただき

たい。まだ戦争の火の気もない時代から、戦争は嫌ですという雰囲気を醸成していないと

ダメです。キナ臭くなった時にはもう遅いのですから〉と、メディアの責任を強調してい

る。最近のコメンテーターは時代の流れに迎合し、異議を唱える人が少ないように思える。 


